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みなさま、こんにちは。
10月2日より及川病院六本松乳腺クリニック長に就任いたしま
した榎本康子です。及川病院には2009年より非常勤医師として
週1日半、乳腺診療に従事しておりましたので、新人というわ
けではございませんが、初心に戻り、気を引き締めて頑張りた
いと思います。
私は生まれも育ちも福岡で、今まで市外で生活をしたことがな
いほど福岡を愛しています。幼稚園から高校まで市内女子校で
学び、福岡大学を卒業したのち、福岡大学病院で長年、勤務し
ておりました。
乳腺専門病院である及川病院で、今までの経験を活かし、温か
い医療を提供できればと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

及川病院六本松乳腺クリニック長　挨拶
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　　　　連　載

第三十九回　乳癌の術後補助療法（1）

　これから、しばらくは乳癌の手術後に再発リスクを低下するための全身治療に
ついて述べます。

・サブタイプによる乳癌術後補助療法の選択（続き）

　乳癌は簡略化すると4つのサブタイプに分類され、それぞれ悪性度が異なり、
治療（ホルモン療法、化学療法、分子標的治療）に対する感受性が違うことは前
に述べました。再発の予測や術後補助療法が必要か、どの治療法がよいかを選ぶ
手段となります。

　さて、現実に戻りますと、現在、わが国では免疫組織化学的に測定したIHC4法
（ER,PgR,HER2,Ki-67)により、予後の予測と術後補助療法の選択が行われていま
す。HER2のIHC法で分類不能の際には、蛍光インサイテュハイブリダイゼーショ
ン法（FISH)によりHER2遺伝子の増幅を検出し、確認します。このような、比較
的安価な方法でも、遺伝子発現プロファイル解析によるサブタイプ分類に匹敵す
る情報が得られます。

　もちろん、当院でも乳癌の全例にIHC法を行っています。実際にエストロゲン
レセプター（ER）を免疫染色した写真を示します。乳癌細胞の核が強く濃褐色に
染まっています。これによりER陽性と認定し、全乳癌細胞の何パーセントが陽性
であるかを決定します。これからの4つの因子の陽性、陰性の組合せにより乳癌
の再発リスクと術後補助療法の選択が決定できます。また、腫瘍の大きさやリン
パ節転移の有無、数により、さらに詳しい分類ができるという報告があります。

この広報誌にも掲載しておりますように、10月２日よ
り六本松に新しく乳腺専門クリニックを開院致しまし
た。増え続ける乳がん罹患率に対応し一人でも多くの
方に乳がん検診を受けて頂こうというものです。
開院場所である『六本松４２１』は広大な九州大学六
本松キャンパス跡地にできた新しい街です。斬新な蔦
屋書店さんや福岡市科学館もあり多くの人が集まるで
しょう。そのような場所にあるクリニックですから、
生活に密着したものであるべきだと思います。「乳が
ん」というと重い言葉ですが、しかし定期的な検診を
行っていれば、もしもの場合でも早期発見で対処する
ことができます。できるだけ生活の中に組み込まれた
乳がん検診でありたいと考えると、このクリニックの
存在意義もはっきりします。
クリニックでも様々な検査をし診断まで致します。必
要に応じ本院での検査を追加したり、手術も本院にて
行います。
ですから、本院の診察室のひとつがクリニックとして
六本松にできたと思っていただければよいでしょう。
クリニック長をお任せする榎本康子先生は
乳腺専門医です。本院にて手術もなさり、
本院の医師と共同で患者様のフォローを
行ってまいります。
本院と密接に繋がりながら、新しい街の
新しいクリニックで皆さんのお役にたちた
いと思っております。

今年も恒例の夏祭りを8月5日開催しました。スタッフが用意した露店でたこ焼きやかき氷をご家族
と一緒に食べ、お孫さんと一緒にヨーヨーすくいをしたりして楽しいひと時を過ごされました。
はっぴ姿の稲光医師やハチマキ・エプロン姿の院長とも一緒に記念撮影。飾られた写真はどれも最
高の笑顔ばかりでした。
夜の部はピアノの生演奏を聴きながらドリンクを片手にみんなで花火を楽しみました。
日中の暑さも少し和らぎ、ルーフガーデンで夜風に当たりながらの花火。素敵な夏の1日となりま
した。

2017年夏祭り
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